
集
会
は
、
実
行
委
員
会
の
鵜
澤

文
昭
委
員
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

明
治
学
院
大
学
の
河
合
克
義
氏
が

「
す
べ
て
の
世
代
に
広
が
る
貧
困
・

孤
立
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
課
題

は
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

河
合
氏
は
、
全
国
各
地
で
豊
富

な
調
査
活
動
に
携
わ
り
、
貴
重
な

デ
ー
タ
を
も
と
に
講
演
。
ま
た
、

直
接
企
画
に
携
わ
り
自
ら
も
出
演

し
た
テ
レ
ビ
番
組
の
録
画
の
抜
粋

を
上
映
し
、
「
老
後
破
産
」
の
生
々

し
い
実
態
を
紹
介
し
ま
し
た
。

特
に
、
65
歳
以
上
で
自
宅
で
死

亡
す
る
「
孤
立
死
」
が
都
市
部
で

増
え
、
東
京
23
区
で
は
最
近
７
年

間
で
１
・
５
倍
に
、
さ
ら
に
65
歳

未
満
の
「
現
役
世
代
」
の
孤
立
死

も
増
え
て
お
り
、
潜
在
的
だ
が
深

刻
な
実
態
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

貧
困
と
孤
立
の
問
題
が
潜
在
化

し
て
い
る
の
は
「
困
っ
て
い
て
も

声
を
上
げ
な
い
、
上
げ
た
く
な
い
」

「
制
度
が
あ
っ
て
も
利
用
し
な
い
、

し
た
く
な
い
」
「
制
度
の
対
象
外

だ
っ
た
り
、
対
象
外
と
思
い
込
み

諦
め
て
い
る
」
な
ど
、
家
族
関
係
、

地
域
関
係
、
生
活
基
盤
の
貧
困
な

ど
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
。

こ
れ
ら
の
複
合
的
な
要
因
を
総

合
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
自
治

体
と
緊
密
に
連
携
で
き
る
「
公
的

ヘ
ル
パ
ー
」
を
創
設
し
、
事
実
の

発
見
と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張

り
巡
ら
す
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
国
は
財
源
を

云
々
す
る
が
、
「
小
泉
改
革
」
の

介
護
保
険
制
度
の
創
設
で
削
減
さ

れ
た
福
祉
予
算
で
十
分
ま
か
な
え

る
こ
と
も
示
し
、
講
演
を
終
え
ま

し
た
。

午
後
の
部
は
４
会
場
に
分
か
れ

て
、
分
科
会
①
憲
法
カ
フ
ェ
「
今

こ
そ
学
ぼ
う
平
和
憲
法
を
」
②

「
い
の
ち
を
守
る
医
療
と
介
護
、

ど
う
な
る
！
ど
う
守
る
！
」
③

「
け
ん
こ
う
井
戸
端
会
議
」
④

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
サ
ン
キ
ュ
ー

（
３
Ｑ
）
体
操
、
小
顔
体
操
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

上
原
氏
は
、
安
倍
首
相
は
19
年

に
消
費
税
10
％
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
生
活
は
よ
り
苦
し
く
な
り
、

中
小
企
業
は
複
数
税
制
に
な
る
と

し
て
、
中
止
・
廃
止
へ
運
動
を
広

げ
よ
う
と
挨
拶
。

講
師
の
川
上
氏
は
、
消
費
税
増

税
反
対
の
た
た
か
い
が
重
要
な
局

面
を
迎
え
て
い
る
。
安
倍
首
相
は

「
消
費
税
の
使
い
方
を
変
え
教
育

に
使
う
の
で
国
民
の
審
判
を
仰
ぐ
」

と
、
消
費
税
問
題
を
最
大
の
口
実

に
解
散
総
選
挙
に
打
っ
て
出
た
。

こ
れ
は
教
育
を
人
質
に
し
た
究
極

の
悪
政
だ
。
国
民
の
信
任
を
得
た

の
で
、
消
費
税
増
税
10
％
を
何
と

し
て
も
や
る
と
腹
を
固
め
て
い
る

と
思
う
。

大
企
業
に
は
優
遇
税
制
を
す
る

一
方
で
、
消
費
税
は
、
震
災
被
害

者
や
子
ど
も
に
ま
で
課
税
す
る
不

公
平
税
制
だ
。

と
く
に
輸
出
大
企
業
に
は
、
莫

大
な
還
付
金
を
出
し
て
、
実
質
ゼ

ロ
税
率
だ
。
大
企
業
へ
の
還
付
金

（
輸
出
戻
し
税
）
の
結
果
、
全
国

に
赤
字
税
務
署
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

東
京
で
は
蒲
田
税
務
署
で
税
収
の

98
・
１
％
が
キ
ャ
ノ
ン
へ
の
還
付

で
無
く
な
り
、
ト
ヨ
タ
を
抱
え
る

豊
田
税
務
署
は
丸
々
赤
字
だ
。

ま
た
「
軽
減
税
率
」
導
入
は
、

中
小
業
者
が
複
雑
な
事
務
に
存
続

の
危
機
に
陥
る
と
指
摘
し
、
消
費

税
に
反
対
の
理
由
を
、
様
々
な
切

り
口
で
話
す
こ
と
が
必
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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師
走
に
入
り
冬
晴
れ
の
日
々

が
続
き
ま
す
が
、
寒
波
と

空
気
の
乾
燥
に
よ
る
の
ど

の
炎
症
で
咳
込
み
難
渋
し

ま
し
た
▼
沖
縄
宜
野
湾
市
・

普
天
間
基
地
周
辺
の
保
育

園
や
小
学
校
へ
の
米
軍
ヘ
リ
か
ら

の
落
下
物
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、
都
議
選

や
総
選
挙
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
浮
上
し
、
そ
の
ま
ま
年
を
越
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼
今
年
の
漢

字
は
「
北
」
。
「
モ
リ
・
カ
ケ
」

で
国
民
の
怒
り
が
沸
騰
し
、
都
議

選
で
歴
史
的
敗
北
を
喫
し
た
自
民

党
が
、
総
選
挙
で
は
議
席
を
維
持
、

そ
の
要
因
は
「
北
朝
鮮
の
お
陰
」

と
も
ら
し
た
党
幹
部
。
一
方
で
は

「
北
」
の
字
は
「
背
中
合
わ
せ
」

だ
か
ら
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
平

和
的
解
決
を
示
唆
す
る
と
、
深
読

み
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。
「
無

条
件
の
対
話
」
を
米
国
務
長
官
は

言
い
だ
し
ま
し
た
▼
４
日
の
国
連

総
会
決
議
は
、
「
核
兵
器
禁
止
条

約
採
択
の
歓
迎
」
を
明
記
。
10
日

に
は
、
こ
の
採
択
に
貢
献
し
た
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、

被
爆
者
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
ら
が

メ
ダ
ル
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
威

嚇
と
脅
威
し
か
口
に
し
な
い
米
日

首
脳
の
国
際
的
孤
立
化
は
避
け
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
▼
総
選
挙
の
結

果
が
実
証
し
た
こ
と
は
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
こ
そ
が
、
偏
狭
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
９
条
を
亡
き
者

に
す
る
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
唯

一
の
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

10
月
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
江
東

市
民
連
合
で
す
が
、
年
末
も
年
始

も
３
０
０
０
万
署
名
の
推
進
と
市

民
の
共
同
を
広
げ
る
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

来
年
４
月
、
江
東
区
国
民
健
康

保
険
の
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、

保
険
料
は
東
京
都
が
決
め
た
大
枠

に
基
づ
い
て
決
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

こ
の
制
度
変
更
に
伴
っ
て
、
国

や
東
京
都
は
こ
れ
ま
で
江
東
区
な

ど
が
保
険
料
の
値
上
げ
を
抑
え
る

た
め
に
行
っ
て
い
た
独
自
助
成
を

す
べ
て
な
く
す
よ
う
に
求
め
て
い

ま
す
。

都
の
新
し
い
基
準
で
試
算
す
る

と
一
人
平
均
年
間
約
３
万
４
千
円

の
値
上
げ
。
65
歳
、
単
身
の
年
金

収
入
２
０
０
万
円
の
人
の
保
険
料

は
約
１
万
７
千
円
値
上
げ
の
22
万

２
千
円
に
。
ま
た
45
歳
の
夫
婦
と

子
ど
も
二
人
の
４
人
世
帯
で
、
年

収
４
０
０
万
円
で
は
10
万
３
千
円

の
値
上
げ
で
保
険
料
は
58
万
８
千

円
と
な
り
ま
す
。

区
は
現
行
の
保
険
料
に
つ
い
て

「
国
民
健
康
保
険
は
国
民
皆
保
険

を
支
え
る
制
度
で
あ
る
た
め
、

（
加
入
者
は
）
高
齢
者
や
低
所
得

者
が
多
く
、
所
得
に
対
す
る
保
険

料
の
負
担
割
合
が
高
い
」
と
認
め
、

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
運
動
で
、
来
年
度
は

23
区
統
一
保
険
料
を
継
続
し
、
保

険
料
の
大
幅
上
昇
を
抑
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
値
上
げ
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
値
下
げ
さ
せ

る
運
動
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。江

東
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会

で
は
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
値
下
げ

を
求
め
る
署
名
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
（
事
務
局
・
東
京
土
建
江

東
支
部
担
当

内
藤
氏

０
３
―

３
６
４
０
─
２
４
１
１
）

国
民
健
康
保
険
料
大
幅
値
上
げ

消
費
税
廃
止
江
東
各
界
連

学
び
を
力
に
運
動
広
げ

増
税
は
中
止
に
！

11
月
28
日
、
消
費
税
廃
止
江
東
各
界
連
は
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
、

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
を
上
原
譲
江
東
民
商
会
長
が
、

講
演
は
川
上
充
消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
世
話
人
が
行
い
ま
し
た
。

行
動
提
起
を
赤
羽
目
新
児
江
東
民
商
事
務
局
次
長
が
、
閉
会
挨
拶
を
東

京
土
建
江
東
支
部
油
谷
正
孝
執
行
委
員
が
行
い
ま
し
た
。

運
動
を
広
げ
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を

写
真
は
、

テ
レ
ビ
番
組
の
録
画
上
映
を
解

説
す
る
河
合
克
義
氏

講演中の川上充氏

12
月
２
日
、
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
す
べ
て
の
世
代
が
手
を
つ
な

ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
29
回
江
東

区
高
齢
者
集
会
が
開
か
れ
、
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。



開
会
の
挨
拶
で
佐
藤
巌
会

長
は
「
総
選
挙
の
結
果
を
受

け
て
、
21
世
紀
に
貧
困
と
戦

争
を
起
こ
さ
な
い
社
会
を
め

ざ
し
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
要
求
を
組
織
、
運
動
化

し
、
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
、
つ
づ
い
て
３
人
の
来

賓
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

都
生
連
副
会
長
の
伊
藤
え

つ
こ
氏
は
、

人
生

85

年

と
長
寿
の
社

会
を
迎
え
平

和
が
大
事
と

挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
え
や
良

夫
区
議
団
長

は
、
守
る
会

な
ど
と
区
民

の
要
求
を
ま

と
め
、
区
長

に
４
２
０
余

の
項
目
の
要
求
を
提
出
し
、

更
に
要
求
実
現
に
向
け
、
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
る
と
挨
拶
。

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は
、

都
営
住
宅
の
入
居
問
題
に
触

れ
て
、
新
宿
区
の
「
守
る
会
」

は
都
営
住
宅
の
電
気
が
つ
い

て
い
な
い
部
屋
を
調
査
し
、

６
７
３
戸
が
空
い
て
い
る
と

都
と
交
渉
し
、
実
際
に
建
て

替
え
な
ど
で
必
要
な
の
は
２

０
０
戸
だ
と
の
回
答
を
得
た
。

そ
こ
で
新
宿
区
で
は
都
営
住

宅
の
空
家
募
集
が
大
幅
に
増

え
た
と
紹
介
。
江
東
で
も｢
守

る
会
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

取
り
組
み
を
強
め
た
い
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

大
会
は
次
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
憲
法
九
条
改
悪
反
対
！

○
消
費
税
増
税
反
対
！

○
生
活
保
護
の
再
改
悪
は
止

め
ろ
！

○
都
・
区
営
住
宅
を
大
量
に
作

り
、
承
継
は
一
親
等
に
戻
せ
！

○
、
地
域
に
根
ざ
し
た
強
く

大
き
な
守
る
会
を
作
ろ
う
！

後
に
役
員
選
出
が
行
わ

れ
、
会
長
に
は
佐
藤
巌
氏
、

副
会
長
に
は
平
野
岩
夫
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
鷲
見
氏
は
、
政
府

が
来
年
３
月
に
国
会
提
出
を

予
定
し
て
い
る
「
働
き
方
改

革
」
一
括
法
案
（
労
働
基
準

法
の
一
部
改
正
、
労
働
時
間

等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
な

ど
８
法
案
）
に
つ
い
て
解
説
。

法
案
策
定
に
か
か
わ
っ
て

き
た
水
町
雄
一
郎
東
大
教
授

に
よ
れ
ば
「
戦
後
第
２
弾
目

の
労
働
法
の
改
革
だ
」
、

「
初
め
て
労
働
時
間
の
上
限

を
定
め
た
」
な
ど
と
言
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
と
ん
で
も

な
い
。

従
来
の
雇
用
政
策
、
労
働

の
在
り
方
の
根
本
的
変
更
で

あ
る
。
非
正
規
労
働
者
中
心

の
雇
用
社
会
、
請
負
委
託
型

の
働
き
方
の
拡
大
を
は
か
る

も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
法
の

保
護
も
な
い
雇
用
形
態
を
め

ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

時
間
外
労
働
も
、
過
労
死

ラ
イ
ン
の
１
０
０
時
間
ま
で

よ
い
と
す
る
法
案
だ
と
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

労
働
者
が
、
組
織
を
拡
大

し
全
国
一
律
同
一
賃
金
な
ど

積
極
的
な
要
求
を
掲
げ
て
た

た
か
え
ば
、
一
括
法
も
阻
止

で
き
る
し
、
憲
法
改
悪
も
阻

止
で
き
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

山
間
地
に
た
た
ず
む
深
沢

家
の
土
蔵
。
風
呂
敷
に
包
ま

れ
た
五
日
市
憲
法
草
案
は
１

９
６
８
年
に
発
見
さ
れ
た
。

五
日
市
憲
法
草
案
の
碑
に
刻

ま
れ
た
自
由
人
権
の
条
項
が

す
ご
い
。

「
日
本
国
民
ハ
各
自
ノ
権

利
自
由
ヲ
達
ス
可
シ
…
国
法

之
ヲ
保
障
ス
可
シ
」

五
日
市
郷
土
資
料
館
に
、

起
草
者
・
千
葉
卓
三
郎
な
ど

若
者
が
現
状
変
革
を
語
り
合
っ

た
学
芸
講
談
会
の
討
論
題
目

も
。
死
刑
廃
止
も
議
論
し
て

い
た
。

炭
・
材
木
業
で
財
を
な
し

た
豪
農
・
深
沢
家
は
欧
米
の

ル
ソ
ー
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ら

憲
法
、
思
想
等
の
文
献
を
入

手
。
千
葉
た
ち
は
こ
れ
ら
を

読
み
、
先
人
の
闘
い
と
思
想

を
受
け
継
い
で
五
日
市
憲
法

草
案
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

戦
後
、
高
野
岩
三
郎
ら
の

憲
法
研
究
会
は
自
由
民
権
期

の
私
擬
憲
法
案
も
取
り

入
れ
憲
法
改
正
案
を
発

表
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
そ
れ
を

評
価
し
憲
法
草
案
を
起

草
し
た
。
五
日
市
憲
法
草
案

は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
日
本
国

憲
法
の
源
流
を
成
し
て
い
る
。

改
憲
許
す
ま
じ
！
の
思
い
を

強
め
た
。
（
岡
田
光
司
）

近代文学の中でも、江東はその舞台

となりました。夏目漱石は、芭蕉庵の

あった深川は憧れの地でした。

「彼岸過迄」の主人公も「深川の不動
ひがんすぎまで

様へ御参りして、護摩でも上げたかっ

た」といいます。

永井荷風も、江戸情緒を伝える深川

へ足を向けました。「深川の唄」で、

不動尊前で三味線をかかえて歌沢節を
うたざわぶし

歌う盲目の男を描き、洲崎遊廓を舞台

にした「夢の女」や「元八幡」「放水

路」を収めた「日和下駄」など、多く

の作品があります。

谷崎潤一郎の「刺青」は、佐賀町の
し せ い

刺青師清吉が主人公の小説で、彼の出
ほ り も の し

世作となりました。谷崎家の菩提寺は

猿江の慈眼寺で、潤一郎の祖父は釜屋

堀釜六の総番頭でした。「お艶殺し」
つや

「秘密」などに深川の下町や深川八幡

が舞台となります。

芥川竜之介は本所育ち、府立三中

（両国高）で学びました。「本所両国」

は震災後の江東を描き、川蒸気や亀戸

天神、萩寺のことを回想をまじえて書

いています。

志賀直哉の「暗夜行路」には、主人

公が洲崎遊廓に通う場面があり、木場

や砂村の養魚場などが描かれます。尾

崎士郎の「人生劇場」でも、洲崎や砂

村が舞台となっています。

３月10日の東京大空襲は、多くの作

品に描かれ、広津和郎「泉への道」に

は、ウメが父母と汽車会社の塀に潜ん

だ話や、堀田善衛「記念碑」には昭和

天皇が下町の焦土をみて、終戦を決意

したことが書かれています。

戦後の洲崎については、芝木好子

「洲崎パラダイス」、木場の風景は、

三浦哲郎「忍ぶ川」にとりあげられま

した。

この他、古くは泉鏡花「辰巳巷談」、

徳田秋声「足跡」、川口松太郎「風流

深川唄」、山本周五郎「深川安楽亭」

などの時代小説、額田六福「冬木心中」、
ぬかだろっぷく

森山啓「清洲橋」、畑山博「江東区南

砂町」等々。最近では、田辺貞之助、

九鬼高治が昔話を書いています。
く き こ う じ
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11
月
26
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
江
東
生
活
と

健
康
守
る
会
・
第
45
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

11
月
27
日
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
５
回

秋
の
学
習
と
交
流
の
つ
ど
い
」
が
、
江
東
区
労
連

主
催
、
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
亀
戸
事

務
所
の
共
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
鷲

見
賢
一
郎
弁
護
士
（
代
々
木
法
律
事
務
所
）
が
講

演
。
35
単
組
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
す
る
あ
ぜ
上
都
議

鷲
見
弁
護
士
の
話
を
聴
く
参
加
者

「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会
」
は
11
月
26
日
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
五
日
市
憲
法
草
案
の
故
郷
を
訪

れ
、
改
憲
許
す
ま
じ
の
意
を
よ
り
一
層
強
め
ま
し
た
。

深沢家の土蔵前で説明する鈴木富雄さん

☆

行
事
日
程

☆

○
１
月
４
日
（
木
）
11
時
～

◆
消
費
税
な
く
す
会
宣
伝
・
署
名
行
動

（
富
岡
八
幡
宮
前
）

○
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
９
時
～
成
人
式
宣
伝

◆
江
東
民
青（
住
吉
駅
付
近
）

◆
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会

３
千
万
署
名（
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
前
）

○
１
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
～

◆
南
砂
団
地
９
条
の
会
新
春
の
つ
ど
い

出
演
：古
今
亭
菊
千
代
さ
ん

（
南
２
公
４
号
棟
中
ホ
ー
ル
）

○
１
月
24
日
（
水
）
14
時
～
19
時

◆
羽
田
増
便
問
題
国
交
省
説
明
会

（
ア
リ
オ
北
砂
１
階
ア
ク
ア
コ
ー
ト
）

○
１
月
27
日
（
土
）
13
時
30
分
～

◆
江
東
市
民
連
合
講
演
会

「
９
条
改
憲
で
日
本
は
ど
う
な
る
!?
」

講
師
:
右
崎
正
博
氏（
区
教
育
セ
ン

タ
ー
）

○
１
月
29
日
（
月
）
18
時
30
分
～

◆
江
東
民
商
新
春
の
つ
ど
い
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